
４
月
17
日
、
福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
建

屋
に
２
台
の
「
パ
ッ
ク
ボ
ッ
ト
」
が
入
り
、
二
重
扉

を
開
け
、
原
子
炉
格
納
容
器
の
あ
る
部
屋
に
入
ろ
う

と
す
る
テ
レ
ビ
映
像
に
釘
付
け
に
な
っ
た
。
１
９
９

０
年
に
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）

で
最
先
端
の
人
工
知
能
の
研
究
を
進
め
て
い
た
研
究

者
に
よ
り
ア
イ
ロ
ボ
ッ
ト
社
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
し

て
、
Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ

ダ
　
ー
　
パ

（
米
国
防
省
国
防
高
等
研
究
計
画

庁
）
の
支
援
を
受
け
、
戦
場
で
使
う
た
め
に
開
発
し

た
ロ
ボ
ッ
ト
が
パ
ッ
ク
ボ
ッ
ト
で
あ
る
。
世
界
中
に

約
３
０
０
０
台
出
荷
さ
れ
、
イ
ラ
ク
や
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
で
は
、
最
前
線
で
の
偵
察
や
、
地
雷
処
理
な
ど

の
危
険
な
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
２
０
０
１
年
の

９
・
11
事
件
で
も
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
倒
壊

現
場
で
活
躍
し
た
。
防
衛
・
宇
宙
用
の
機
器
は
、
厳

し
い
温
度
、
湿
度
、
振
動
、
衝
撃
、
真
空
、
放
射
線

と
い
う
環
境
で
動
作
す
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
の

で
、
福
島
原
発
事
故
の
よ
う
な
条
件
の
下
で
も
使
う

こ
と
が
で
き
る
。

パ
ッ
ク
ボ
ッ
ト
本
体
は
、
長
さ
70
㎝
、
高
さ
18
㎝
、

質
量
11
㎏
と
小
型
で
、
時
速
11
㎞
で
走
行
で
き
る
。

カ
メ
ラ
、
放
射
線
量
な
ど
の
環
境
モ
ニ
タ
ー
用
セ
ン

サ
ー
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
腕
や
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
式
走
行
部

へ
指
示
を
出
す
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
後
方
の
管
制
官

と
の
連
絡
を
行
う
通
信
シ
ス
テ
ム
、
す
べ
て
の
機
器

を
安
定
に
動
作
さ
せ
る
た
め
の
電
源
装
置
か
ら
な
る

電
子
機
器
の
塊
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
電
子
機
器
は
、
厳
し
い
環
境
試
験
・

寿
命
試
験
に
よ
っ
て
性
能
が
保
障
さ
れ
た
高
価
な
高

信
頼
性
部
品
を
使
用
し
作
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

昨
今
の
民
生
用
半
導
体
の
進
歩
は
す
さ
ま
じ
く
、
手

間
暇
の
か
か
る
高
信
頼
性
部
品
の
製
造
は
、
民
生
電

子
部
品
の
革
新
の
流
れ
に
追
い
つ
か
ず
、
使
用
部
品

を
高
信
頼
性
部
品
に
限
定
す
る
と
、
旧
式
の
設
計
し

か
で
き
な
い
と
い
う
状
況
に
な
っ
た
。
最
近
は
汎
用

民
生
部
品
の
耐
環
境
性
を
確
認
し
て
、
そ
れ
を
防

衛
・
宇
宙
用
に
使
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
中
枢
と
な
る
Ｃ
Ｐ
Ｕ
（
中
央
処
理

装
置
）
や
、
高
感
度
・
高
分
解
能
の
セ
ン
サ
ー
は
、

耐
環
境
性
設
計
を
行
っ
た
特
殊
な
部
品
を
製
造
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
放
射
線
は
、
劣
悪
な
環
境

条
件
で
は
一
瞬
の
照
射
に
よ
っ
て
、
た
と
え
部
品
が

破
壊
さ
れ
な
く
て
も
、
誤
動
作
を
も
た
ら
す
こ
と
が

あ
り
、
高
性
能
電
子
機
器
の
致
命
傷
に
な
り
か
ね
な

い
。
こ
れ
ら
の
特
殊
な
高
信
頼
性
電
子
部
品
の
調
達

は
、
米
国
製
品
に
依
存
せ
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
だ
。

福
島
原
発
対
策
の
場
面
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
大
国
と
言

わ
れ
る
日
本
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
現
れ
な
い
の
に
疑
問
を

持
つ
人
は
多
い
と
思
う
。建
物
外
部
の
瓦
礫
撤
去
は
、

遠
隔
操
作
の
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
、
運
搬
用
ク
ロ
ー
ラ
ダ

ン
プ
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
な
ど
の
日
本
製
無
人
機
が
使
わ

れ
た
。
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
最
初
の
作
業
で
あ
る
。
建
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受
注
で
き
る
時
代
に
な
っ
た
。

福
島
原
発
事
故
収
束
作
業
で
は
、
日
本
は
、
Ｉ
Ａ

Ｅ
Ａ
（
国
際
原
子
力
機
関
）
を
は
じ
め
と
し
世
界
中

か
ら
厳
し
い
眼
を
向
け
ら
れ
て
い
る
。
日
本
は
、
日

本
の
技
術
・
能
力
の
総
力
を
結
集
し
て
取
り
組
み
、

世
界
が
納
得
す
る
成
果
を
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ

れ
を
実
績
と
し
て
、
原
発
危
機
管
理
の
国
際
基
準
を

確
立
す
る
こ
と
に
貢
献
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

日
本
は
、
量
産
品
の
分
野
で
は
、
基
礎
技
術
の
開

発
か
ら
、
製
品
化
へ
の
流
れ
が
速
い
。
し
か
し
、
製

品
数
の
少
な
い
分
野
で
は
、
実
用
化
の
段
階
で
出
遅

れ
て
し
ま
う
。
25
年
ほ
ど
前
、
政
府
関
係
雑
誌
の

「
現
代
の
ニ
ュ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
特
集
で
、「
通
信

衛
星
」
を
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
。
当
時
、
米
国
と

旧
ソ
連
が
先
行
し
て
い
た
が
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
、

国
を
挙
げ
て
の
実
績
を
作
り
上
げ
る
た
め
の
ひ
た
む

き
な
努
力
」、「
日
本
は
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
実
績

を
得
ら
れ
る
機
会
を
少
し
で
も
多
く
」
と
書
い
た
。

国
際
競
争
の
場
で
は
、
実
績
が
無
い
と
評
価
さ
れ
な

い
。
よ
う
や
く
、
日
本
が
、
外
国
か
ら
通
信
衛
星
を

に
選
ん
だ
の
だ
ろ
う
。

パ
ッ
ク
ボ
ッ
ト
の
開
発
を
支
援
し
た
Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ

は
、
１
９
５
７
年
に
旧
ソ
連
が
世
界
最
初
の
人
工
衛

星
「
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
」
を
打
ち
上
げ
た
の
を
受
け
、

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
が
、
米
国
の
宇
宙
開
発
推

進
の
た
め
に
創
設
し
た
研
究
機
関
で
あ
る
。
国
と
し

て
重
要
だ
が
、
企
業
が
行
う
に
は
リ
ス
ク
の
大
き
い

項
目
に
は
、
国
防
を
広
義
に
解
釈
し
て
、
幅
広
い
分

野
に
お
い
て
、
開
発
費
を
投
入
し
て
い
る
。
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
技
術
も
Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
研
究
か
ら
生
ま
れ

た
。
福
島
原
発
対
策
で
、
米
国
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

ロ
ボ
ッ
ト
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
、
日
本

の
危
機
管
理
に
お
け
る
弱
点
を
示
し
た
も
の
と
思

う
。

屋
内
部
で
使
う
ロ
ボ
ッ
ト
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、

日
本
の
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
専
門
家
が
、
世
界
中
か
ら
候

補
を
選
び
東
京
電
力
に
進
言
し
た
。
そ
し
て
、
パ
ッ

ク
ボ
ッ
ト
以
外
に
も
、
米
国
製
の
数
機
種
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
製
の
「
ブ
ロ
ッ
ク
」
シ
リ
ー
ズ
な
ど
が
使
わ

れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
危
険
な
場
所
で
の
豊
富
な

実
績
を
持
っ
て
い
る
。「
ブ
ロ
ッ
ク
90
」
は
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
原
発
処
理
作
業
に
使
わ
れ
て
い
る
。
米
国

は
、
火
星
を
歩
き
回
る
ロ
ボ
ッ
ト
（
火
星
ロ
ー
バ
ー
）

と
い
う
極
悪
環
境
で
の
実
績
を
誇
っ
て
い
る
。
１
９

９
７
年
に
火
星
に
着
陸
し
た
火
星
ロ
ー
バ
ー
は
、
３

カ
月
に
わ
た
り
、
地
球
に
デ
ー
タ
を
送
っ
て
来
た
。

２
０
０
４
年
に
も
、
２
台
の
火
星
ロ
ー
バ
ー
「
ス
ピ

リ
ッ
ト
」
と
「
オ
ポ
チ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
送
り
込
み
、

前
者
は
今
年
５
月
で
使
命
を
終
え
た
が
、
後
者
は
健

在
で
あ
る
。

日
本
は
、
１
９
７
９
年
の
米
国
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島

の
原
発
事
故
の
あ
と
、
原
発
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
を

検
討
し
た
。
さ
ら
に
１
９
９
９
年
の
東
海
村
の
核
燃

料
加
工
施
設
で
核
分
裂
の
連
鎖
反
応
を
起
こ
し
た
臨

界
事
故
の
あ
と
も
、
原
発
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
を
行

っ
た
が
、
実
用
化
さ
れ
ず
、
原
発
の
標
準
装
備
に
な

っ
て
い
な
い
。
現
在
、
大
学
や
研
究
機
関
が
中
心
と

な
り
、
各
種
の
災
害
用
ロ
ボ
ッ
ト
が
作
ら
れ
、
多
く

の
場
所
で
活
躍
し
て
い
る
。
し
か
し
、
東
京
電
力
は
、

最
初
に
建
屋
内
で
使
う
ロ
ボ
ッ
ト
を
、
実
績
を
基
準
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